令和4年度茨城県ソフトボール競技大会ガイドライン
茨城県ソフトボール協会
　中央団体の指導により大会再開に向けた大会運営のガイドラインを次のとおり作成する。
茨城県ソフトボール協会の事業計画を実施するにあたり，新型コロナウイルス感染症予防対策を最大限に図るため，大会に関与するすべての関係者のご理解とご協力を得る必要があることから，以下のとおり具体的な大会運営ガイドラインを定める。







１　新型コロナウイルス感染拡大予防対策
　　3つの蜜を避ける
1 密閉　ソフトボール競技の特性から可能性は低い。（密閉空間ではない）
2 密集　対策が必要
3 密接　対策が必要
２　感染予防・感染拡大防止の原則感染防止の基本

　　　人と人との接触（飛沫感染）	距離の確保　マスクの着用　
　　　人と物との接触（接触感染）	手洗い・手指消毒
３つの原則を前提にした大会運営を参加者全員に周知徹底を図り，実施する





３　スタッフ・審判・チーム責任者・選手等，参加者全員の健康状態申告書の提出（厳守）
　　・「健康状態申告書」の提出⇒主催者（当日受付）にて参加の可，不可を判断
　　・健康チェックは大会日より前の2週間（潜伏期間）とする。
　　・「参加制限」⇒大会への参加を控えていただく場合。
1 健康チェック期間中に37.5°Ｃ以上の発熱，または体調不良症状が続いた場合
2 健康状態申告書に未記入がある場合。
3 感染拡大防止対策にご賛同・ご協力いただけない場合。
＊体調不良症状とは息苦しさ，倦怠感，その他風邪に似た症状を言う。
４　会場施設の衛生・安全管理
　　　・体温測定器の準備（受付：健康状態申告書提出場所）
　　　・消毒液の設置（各球場に）
　　　・自販機の利用制限　　・ベンチの消毒（参加チームが持参し行う）
５　スタッフ・審判員・チーム責任者・選手等の衛生・安全管理
　　　「マスト」⇒しなくてはならないこと
　　　・マスクの持参・携帯・着用　　　・タンや唾を吐く行為の禁止
　　　・プレー中以外はマスクの着用（ベンチ内，グランド整備時等）
　　　・ソーシャルデスタンスの理解と徹底（対面者との距離は２ｍを目安に）
　　　・「自己管理」⇒毎日の検温と責任者・監督への報告
　　　　　　　 　　⇒37.5°以上の発熱，または体調不良の場合は参加しない。
　　　　　　　　 　⇒当日，自宅で朝の検温チェック　（受付：検温器の準備）
　　　　　　　　　 ⇒用具等の共用は避ける。飲物の共用は厳禁（各自が飲料水は持参）
　　　　　   　　　⇒マウンド上に集まるときは，グラブを口にあてる等の工夫をする。
　　　　　　　　　 ⇒対戦チーム，審判員等との握手はしない。
６　チーム責任者（監督・コーチ等）の衛生・安全管理
　　「チーム（選手）の健康管理と観察：　隠ぺい・虚偽厳禁」
　　・徹底した感染予防対策と健康管理⇒参加者全員の14日間の健康状態申告書の提出
　　・大会への参加判断（チーム・個人）⇔監督の責任のもと
　　「チーム共通理解：　チーム責任者が周知徹底に努める」
　　・現地集合，現地解散に努める。（乗り合いは避ける）
　　・プレー中以外のマスク着用の徹底を図る。
　　・ベンチ前での円陣は禁止とする。
　　・ロジンは各チーム持参のものを使用する。（投手は審判のチェックを受ける）
　　・人との接触（握手・タッチ・用具の共用等）は行わない。
　　・大きな声での応援や指示出しはしない。
　　・用具の共用は避け，共用せざるを得ない場合はアルコールで消毒をする。
　　・応援者にはマスクの着用を徹底する。（チーム応援者に協力依頼　←監督より）
　　・体調不良者は応援を控えていただく。（チーム応援者に協力依頼　←監督より）
　　・飲食物等の差し入れは禁止とする。（選手は各自持参して水分補給）
７　審判員の衛生・安全管理
　　・球審はマスクを着用することが望ましい。但し，熱中症対策を優先とする。
＊気温・湿度の条件を十分配慮する。　
　　・審判のコールは極力控えて，大きなジェスチャー（長めに）で判定する。
　　・開始時の挨拶は，集合準備でベンチ前に整列（一人分空けて）し，集合の合図で１・３塁線沿いに並ぶ（バッターボックスの角を起点とする）。試合終了時の挨拶も開始時と同様に行う。
　　・攻守順の決定，打順表確認等の場合は，対面者との距離を保って行う。
８　その他の確認事項
　　・申込方法　⇒　県協会HPまたは郵送で申し込むこと。
＊大会運営ガイドライン，大会要項，参加申込書，健康状態申告書の送付
＊健康状態申告書はコピーして使用する。又は、県ＨＰよりダウンロード
・代表者会議，抽選会は原則行わない。⇒協会事務局による代理抽選とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果は協会ＨＰに掲載　参加チームに郵送
　　・開閉会式は原則行わない。表彰式は実施する。
　　・大会当日　「健康状態申告書」参加者全員分を提出　　⇒ない者は参加不可
　　　　　　　　「健康状態申告書」未記入あり　　　　　　⇒参加不可
　　　　　　　　３７．５°以上ある者，または体調不良者　⇒参加不可
　　＜参加申込条件＞　　
　　・チーム参加者全員の健康管理と体調の掌握（健康状態申告書）に努める。
　　・感染予防対策と安全管理対策に対するチーム全体への周知徹底と実行に努める。
　　　＊監督は１から８までの項目内容について周知徹底を図る。
・大会日２週間前から大会期間中は大会運営ガイドラインの遵守と徹底に努める。
　　・その他，すべてにおいてソフトボール協会の要請及び指導に従うこと。
　　　以上のことを承諾したうえで，全て監督責任下において申込を行うものとする。チーム，監督からの参加申込の時点で本ガイドラインへの理解と承諾を得たものとする。ついては，大会期間中にガイドラインの不遵守，違反事項について指導を受けながらも受け入れない言動があった場合は，会場責任者の判断により，その当該メンバーを退場処分とすることができる。


　　


＊今後の知見の集積及び各地域の感染状況を踏まえて、逐次見直し変更があり得ます。
